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武田信照先生は2009年3月 をもって定年により本学をご退職 されること

にな りました。多くの教職員,学 生,関 係者が人変残念なことと感 じている

と思います。これだけ親 しまれ,愛 され,信 頼されてきた方はまさに希少,

稀有な存在とi一えるのではないでしょうか。私r1身 も先生を 「明るく」送り

出したいと思いながら,率 直なところつ らい気持ちでこの文章を執筆 してい

るのが偽 らざるところです。

先生は,大 阪市立大学経済学部を卒業,同 大学大学院経済学研究科に進ま

れ,修 士課程を修了,1969年3月 に博士課程を単位取得満期退学されまし

た。1969年4月 に本学法経学部講師(経 済学史担当)と してご赴任,40年

間本学に在職されました。 この間1973年 助教授に,1985年 教授に昇任され

ま した。また1986年 には大阪市立大学より経済学博tの 学位を授与されて

います。

先生は,本 学において多 くの教育 ・研究にかかわるご要職を歴任されてい

ます。 おそらくご多忙を極められたのは,経 済学部 長(1989年4月 か ら

1993年3月 まで),そ して何よりも理事長 ・学長の時期(1999年11月 から

2007年11月)で あったものと思われます。先4kは8年 間に亘 りこのこ要職

を務め,本 学の発展に多人なご貢献をされました。車道校舎の拡充にはじま

り,法 務研究科(ロ ースクール)の 開設,そ して名古屋新校舎への展開など,

大きな事業をご決断,決 定されました。そして,研 究活動の活性化に加え教

育重視のスタンスを明確にされ,そ のたあの施策を積極的にご提案,施 行さ

れました。各大学がまさに厳 しい状況に入る中,高 い知見,能 力を如何なき



ご発揮,勇 気と決断力をもって本学の発展にご貢献されたことに,多 くの方々

は感謝しているはずです。

武田先生 との校務での接点は,私 が初代の基本構想推進本部委員になった

頃に遡 ります。その後,学 部長に就任後は,た びたび意見が対立することも

ありました。 しか し,理 路整然と持論を説明,展 開され,か つ誠実に対応さ

れるお姿には,い ささかの疑念もなく畏敬の念を持 ち続けておりました。や

わらかい物腰の裏に,高 い識見に裏付けられた強い信念,理 念をお持ちで,

それが揺るがないこと,そ して強い責任感をお持 ちであったことは,皆 さん

がお気付きになっていらっしゃったことと思います。先生は本物の 「リーダー」

で した。大学は大きな存在を失ったように思います。

先生が,研 究の面でも立派であったことは周知の通 りです。著書として,

『価値形態 と貨幣』(1982),『 株式会社論の展開』(1998),お よび 「経済学の

古典と現代』(2006)を 発表されました。貨幣形成論に関する研究では,価

値形態論の理論構造および貨幣形態への発展の構造の分析など,貨 幣形成の

重要な諸論点に新 しい論点を提起されました。 また,ス ミス,マ ルクス,ヒ

ルファデ ィングなどの貨幣論の比較研究を行い,独 自の貨幣分析をご提起さ

れ,学 界において高い評価を得てきました。 さらに,株 式会社に関する学説

の研究では,株 式会社における所有と経営の分離の必然性論や所有と経営の

利害関係をめぐる諸問題についての先駆的な考察を詳細に検討 したことで,

株式会社論の学説史および理論の進展に大きく貢献されました。

教育活動においても,FD活 動を大学に先駆的に導入するなど大 きな貢献

をされましたが,自 らもその実践者として,有 為な人材を多数,送 り出して

きました。OB,OGは 各界で活躍 しています。一言思い出を記させていた

だきますが,理 事長 ・学長退任後,経 済学部教授としてご活動いただ く際に,

「新 しい試みにも挑戦 したい」とおっしゃっていたのが,思 い出されます。

ご退職は残念ですが,残 されたわれわれは,先 生のこ意思を継承,大 学,

学部,そ してこの学会の発展に努力 しなければな らないと思っております。



先生は理事長 ・学長退任後は,大 学の施策について一切のこ発言を控えてい

らっしゃいました。先生の美学 と拝察 してお ります。 しか し,今 後はぜひお

気楽にお話しいただき,ご 教導いただ くことを願 っております。先生のこれ

までのご貢献に心より御礼を申 しヒげますとともに,今 後のご活躍,ご 健勝

を祈念致 します。


